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◆ 主 な 内 容◆
◇会長あいさつ、市長あいさつ…………………P. 2

◇市長への意見書の提出、他……………………P. 3

◇全体研修会に参加して、他……………………P. 4

◇令和元年度農地利用実態調査の実施について、他……P. 5

◇農業委員会活動報告、他………………………P. 6
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潮来農委だより （2）令和２年 1月 10 日

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
輝
か
し
い
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
、
心
よ
り
お
慶

び
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
は
、
台
風
15
号
、
19
号
の
上
陸
に
よ
り
本
市
に
お
い
て
も
、
農
作
物
の
被
害
な

ど
甚
大
な
影
響
が
ご
ざ
い
ま
し
た
。
被
害
に
遭
わ
れ
た
皆
さ
ま
に
は
心
か
ら
お
見
舞
い

申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
本
農
業
委
員
会
で
は
昨
年
の
３
月
に
任
期
満
了
に
伴
う
改
選
が
行
わ
れ
、
４

月
に
新
体
制
と
な
り
間
も
な
く
１
年
に
な
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。

こ
の
間
、
必
須
業
務
と
な
り
ま
し
た
担
い
手
農
家
へ
の
農
地
の
集
積
・
集
約
化
、
遊

休
農
地
の
発
生
防
止
・
解
消
、
新
規
参
入
者
の
促
進
な
ど
農
地
利
用
の
最
適
化
に
向
け

た
取
り
組
み
を
行
っ
て
参
り
ま
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
農
業
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
経
済
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
伴
い
農
産

物
輸
入
の
増
加
等
に
よ
る
価
格
の
低
迷
、
担
い
手
農
家
の
減
少
や
高
齢
化
、
遊
休
農
地

の
増
大
な
ど
生
産
構
造
基
盤
の
脆
弱
化
が
懸
念
さ
れ
て
お
り
、
構
造
改
革
を
さ
ら
に
加

速
化
さ
せ
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
な
か
で
、
昨
年
度
よ
り
令
和
２
年
度
ま
で
の
３
か
年
計
画
で
農

地
利
用
実
態
調
査
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。
こ
の
調
査
は
、
市
内
の
農
地
１
筆
毎
に
現

在
の
利
用
状
況
、
今
後
の
利
用
意
向
を
確
認
し
、
更
な
る
農
地
利
用
の
最
適
化
を
推
進

す
る
た
め
の
重
要
な
調
査
に
な
り
ま
す
。
調
査
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
農
地
所
有

者
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
本
調
査
も
来
年
度

で
最
終
年
に
な
り
ま
す
。
引
き
続
き
ご
協
力
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

新
た
な
年
を
迎
え
、
潮
来
市
農
業
委
員
会
一
丸
と
な
り
、
潮
来
市
農
業
発
展
の
た
め

よ
り
一
層
精
進
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
皆
様
方
の
ご
支
援
・
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

結
び
と
な
り
ま
す
が
、
皆
様
の
ご
多
幸
と
ご
健
勝
を
心
か
ら
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
新

春
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

潮
来
市
の
農
家
の
皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
光
り
輝
く
新
春
を
迎
え
ら
れ
ま
し

た
こ
と
と
、心
よ
り
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。旧
年
中
は
、公
私
と
も
に
お
世
話
に
な
り
、

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
ま
た
、
日
頃
よ
り
潮
来
市
政
、
特
に
農
業
政
策
に

対
し
ま
し
て
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
し
た
こ
と
、
厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
潮
来
市
は
霞
ヶ
浦
や
北
浦
に
挟
ま
れ
た
豊
か
な
水
辺
空
間
や
歴
史
・
伝
統
、

さ
ら
に
、
豊
富
な
農
水
産
物
な
ど
数
多
く
の
優
れ
た
地
域
資
源
を
有
し
て
お
り
ま
す
。

し
か
し
、
農
業
を
取
り
巻
く
現
状
は
Ｔ
Ｐ
Ｐ
11
や
日
米
貿
易
協
定
の
問
題
、
さ
ら
に

農
地
の
集
積
・
集
約
化
や
産
地
間
競
争
、
更
に
は
担
い
手
不
足
の
問
題
な
ど
益
々
厳
し

い
現
実
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
ら
に
対
応
し
て
い
く
た
め
に
は
、
競
争
力
を
強
化

す
る
と
と
も
に
安
定
的
な
農
業
経
営
の
取
り
組
み
や
、
農
業
の
魅
力
発
信
な
ど
が
、
今

後
ま
す
ま
す
求
め
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
厳
し
い
情
勢
の
中
で
は
あ
り
ま
す
が
、
県
内
最
速
で
稲
刈
り
を
行
い
、

お
盆
に
美
味
し
い
新
米
を
食
べ
ら
れ
る
極
早
生
の
『
一
番
星
』
や
、
潮
来
オ
リ
ジ
ナ
ル

の
特
別
栽
培
米
こ
し
ひ
か
り
『
潮
来
あ
や
め
ち
ゃ
ん
』
な
ど
、
皆
様
に
愛
さ
れ
る
お
米

と
し
て
の
ブ
ラ
ン
ド
力
の
向
上
が
期
待
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
農
業
を
継
続
し
て
い
け
る
基
盤
整
備
の
強
化
と
、
高
品
質
で
安
全
な
農
産
物

を
提
供
で
き
る
元
気
な
農
家
を
育
て
る
取
組
み
、
そ
し
て
お
米
に
匹
敵
す
る
潮
来
市
を

代
表
す
る
農
作
物
の
開
発
等
も
推
進
し
て
い
く
所
存
で
あ
り
ま
す
。

結
び
に
、
皆
様
の
更
な
る
ご
支
援
・
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
新

し
い
年
が
皆
様
に
と
り
ま
し
て
、
健
康
で
飛
躍
で
き
る
年
と
な
り
ま
す
こ
と
を
心
か
ら

ご
祈
念
申
し
上
げ
、
新
春
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

潮
来
市
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潮来農委だより（3） 令和２年 1月 10 日

■議案審査の状況を公表します。■議案審査の状況を公表します。

農業委員会定例会における議案審査の件数は下記のとおりです。

審　査　項　目 7月 8月 9月 10月 11月 12月
農地法第 3条
（農地のままでの権利の移転） 7件 5件 7件 4件 10件

農地法第 4条（自己転用） 1件

農地法第 5条
（権利の移転を伴う転用） 3件 3件 5件 4件 １件 1件

利用権の設定
（農業経営基盤強化促進法による） 6件 2件 23件 14件 9件

農地の現況確認証明 1件 1件

その他 1件

農地法の許可申請等は、毎月次の
日程で行われています。

　締　切　日　　　毎月１０日
　農地農政相談日　　随　時
　現地調査日　　　毎月１７日
　総　会　日　　　毎月２５日

※土曜・日曜・祭日等と重なるときは、
変更になります。

農業委員会総会日程農業委員会総会日程 期間：令和元年7月～令和元年12月

― 潮来市の農業振興に向けて ―― 潮来市の農業振興に向けて ―

　潮来市農業委員会は、令和元年11月25日、原
浩道市長へ「令和元年度潮来市農業施策に関す
る意見書」を提出しました。
　この意見書は、農業委員会等に関する法律第
38条第１項に基づくもので、農地等の利用の最
適化の推進等の改善についての意見を取りまと
め、農業委員会より、市長へ提出するものです。

主な意見の項目は次のとおりです。
１．米づくりに対する支援について
　　（１）米の直接支払交付金に代わる新たな制度の創設、価格補償等につき検討してください。
　　（２）地域オリジナル米「あやめちゃん」、早生の有望品種「一番星」の生産量の拡大、都内米穀

店等への販売促進等のPR活動について引き続き支援をしてください。
　　（３）カメムシ防除について、地域毎の一斉防除等の体制整備を検討してください。

２．担い手に対する支援について
　　（１）新規就農者等の育成・確保のため、制度資金の創設等経営上の各種支援につきまして検討

してください。
　　（２）認定農業者等、地域の担い手に対し、市単独で農業機械・施設の整備に対する補助事業等

の創設につきまして検討してください。

３．担い手への農地集積・集約化に対する支援について
　　（１）現在実施している農地流動化奨励金の継続並びに充分な予算の確保を図られたい。
　　（２）農地中間管理事業の制度の一部改正について周知徹底を図られたい。
　　（３）簡易な土地改良事業の創設等、基盤整備に対する支援を検討してください。
　　（４）未相続農地が増えており、賃借権の設定等に支障が生じていますので、農地の相続の周知・

徹底に努めてください。

潮来市農業施策に関する意見書を提出



潮来農委だより （4）令和２年 1月 10 日

●農地の貸し手
　・設定した地代は、機構から確実に支払われます。
　・公的機関なので、安心して貸付が出来ます。
●農地の借り手
　・長期の借入期間により（原則10年）安定した
営農が可能です。

　・地代は、機構がまとめて支払っていただき、機

構が貸し手へ個別に支払います。
●借り受ける農地の主な基準
　・農業振興地域の農地であること
　・再生作業が著しく困難な遊休農地でないこと

農地中間管理事業を活用して皆さんの農地を活かしましょう!
農地中間管理事業は、貸し手と借り手（認定農業者等）の間に、農地中間管理機構が入り、借
り手にまとまりのある形で農地を利用できるよう貸し付ける事業です。

主
な
メ
リ
ッ
ト

 ※詳しくは、潮来市産業観光課農政グループ
　　（☎ 63-1111）までお問合せ下さい。

農地を相続したら、農業委員会に届出が必要です！
平成21年12月15日の農地法の一部改正により相続等で農地の権利を取得した者は、農業委員会に
その旨を届出することが必要になりました。

届出の書類
・農地法第３条の3第１項の規定による届出書
・相続したことが確認できる書面
　（登記完了証の写し等）

届出の期限
・農地所有者の死亡を知った日から10カ月以内

届　出　者
・相続、遺産分割で取得した方
・時効取得した方
・法人の合併、分割等により取得した方

届　出　先
・農地の所在する農業委員会

※法務局への相続登記完了後の提出となります。

昨
年
の
十
一
月
七
日
か
ら
八
日
に
潮
来

市
農
業
委
員
会
の
全
体
研
修
会
が
農
業
委

員
、
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
、
事
務

局
職
員
、
合
計
十
七
人
の
参
加
の
も
と
行

わ
れ
ま
し
た
。

研
修
先
は
、
長
野
県
上
田
市
の
農
機
具

メ
ー
カ
ー
、
Ｎ
Ｉ
Ｐ
Ｌ
Ｏ
松
山
株
式
会
社

で
す
。
明
治
創
業
で
あ
る
こ
の
会
社
は
、

犂
（
す
き
）
の
製
造
か
ら
始
ま
り
、
日
本

農
業
の
近
代
化
と
と
も
に
現
在
も
多
種
多

様
な
機
械
を
製
造
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

工
場
内
は
ラ
イ
ン
化
さ
れ
、
鉄
板
や
鉄
パ

イ
プ
な
ど
、
原
料
の
レ
ー
ザ
ー
に
よ
る
切

り
出
し
か
ら
作
業
ロ
ボ
ッ
ト
に
よ
る
微
妙

な
溶
接
加
工
ま
で
農
機
具
ご
と
に
工
程
の

異
な
る
作
業
が
自
動
化
さ
れ
て
い
る
こ
と

に
驚
き
ま
し
た
。

現
代
の
農
作
業
は
細
分
化
さ
れ
、
多
種

多
様
な
仕
事
を
こ
な
す
作
業
機
械
が
た
く

さ
ん
で
出
て
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
細
か

な
農
家
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
な
が
ら
、
農

業
機
械
は
日
々
進
化
し
て
い
る
こ
と
が
分

か
り
ま
し
た
。
耕
起
の
回
数
を
減
ら
す
高

効
率
な
ロ
ー
タ
リ
ー
や
田
畑
の
圃
場
の
肥

料
成
分
に
応
じ
た
肥
料
を
増
減
さ
せ
ら
れ

る
施
肥
機
な
ど
で
す
。
農
業
が
大
規
模
化

す
る
な
か
で
、
農
業
の
省
エ
ネ
、
Ｉ
Ｔ
化

が
進
ん
で
い
る
こ
と
を
今
回
の
研
修
会
を

通
し
て
実
感
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

最
後
に
、
私
事
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、

昨
年
四
月
よ
り
農
業
委
員
と
な
り
ま
し

た
。
農
業
委
員
と
し
て
、
ま
だ
ま
だ
学
ぶ

べ
き
こ
と
が
多
く
ご
ざ
い
ま
す
が
、
今
回

の
研
修
会
で
学
ん
だ
こ
と
を
今
後
の
活
動

に
活
か
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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に
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て

　

農
業
委
員
会
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体
研
修
会
に
参
加
し
て

農
地
部
会

農
地
部
会　

山　

本　

一　

心

　

山　

本　

一　

心



潮来農委だより（5） 令和２年 1月 10 日

令和元年度農地利用実態調査の実施について（御礼）令和元年度農地利用実態調査の実施について（御礼）

◆認定農業者になりませんか◆

　令和元年度に実施した集落の農地所有者の皆様におかれましては、お忙しい中、調査に御協力を頂き
誠にありがとうございました。今後、調査票の整理を行う中で、不明な点がありましたら担当の農業委
員・農地利用最適化推進委員がご自宅を訪問し補足調査を行うことがございますのでその際には、ご協
力をお願いいたします
１．令和元年度実施状況
　　（１）実施集落数　　　１９集落
　　（２）調査対象戸数　　６７３戸　
　　（３）調査票回収戸数　409 戸（回収率 60.8%）
　　　　　　　　　　　　 （令和元年 12 月 20 日現在）
２．令和２年度実施スケジュール（予定）
　　（１）調査票の配布　　９月～１０月
　　（２）調査の実施　　１０月～１２月
３．来年度実施予定集落

集　落　名
（１８集落）

潮来（西町、下町、２丁目、３丁目、４丁目、）、日の出、将監、新町、新宮、古高、
洲崎、下田、宮前、大賀、清水、牛堀、横須賀西、
横須賀東

※ 来年度が農地利用実態調査の３年計画最終年になります。引き続きご協力よろしくお願いします。

認定農業者制度
　認定農業者制度とは、農業経営を営む者または
営もうとする者が作成する農業経営改善計画書
（５年後の農業経営目標）の内容が、市が定めた基本
構想に照らして適当と認められた場合に、その計画
の認定と実現に向けた支援を行っていく制度です。
認定を受けるには
　認定を受けようとする方は、自分の経営をどの
ように発展されていくか等５年後の目標を示した
農業経営改善計画書を作成し、市の担当課に提出
します。
認定の対象者
　農業を職業として選択していこうとする意欲の
ある人であれば、性別、専業兼業の別、経営規模
の大小、営農類型、組織形態などを問わず認定の
対象となります。

認定の基準
　農業経営改善計画の認定は、（1）計画が市の基
本構想に照らして適切であること（2）計画が農
用地の効率的かつ総合的な利用を図るために適切
なものであること（3）計画の達成される見込み
が確実であることの３つの要件に当てはまる必要
があります。
認定農業者への支援
　認定農業者に対する支援措置として、経営所得
安定対策、低金利融資、機械・施設の導入支援、
農業者年金の保険料支援、税制特例などがありま
す。ただし認定されればすべてを享受できるとい
うものではありません。

【お問い合わせ先】
　産業観光課農政グループ（0299-63-1111）

農
業
者
年
金

安心で豊かな老後を !　●農業者年金の6つの特徴とメリット●
● 農業に従事する方なら広く加入いただけます！
● 少子高齢化社会に強い積立方式・確定拠出型！
● 保険料はいつでも変更できます。
● 終身年金。80 歳前に亡くなられても遺族に死亡一時金！
● 保険料の社会保険料控除で大きな節税効果！
● 一定の要件を満たす農業者には保険料の国庫補助！

【お問い合わせ先】
　潮来市農業委員会
　（TEL:0299-63-1111
　　　　内線270,272）
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昨年の 10 月 30 日に潮来小学校の 1・2年生８２名が大生地内の再生畑でイモ堀りを体験しま
した。イモ堀り体験学習も 7年目に入ります。
当日は、天候にも恵まれ、昨年 6月に植えた 3種類のサツマイモ（シルクスイート、紅あずま、
紅はるか）の収穫を行うことができました。1年生ははじめて
のイモ堀りで苦戦しながら、2年生は経験を活かし慣れた様子
で、それぞれ楽しそうにイモを掘っていました。イモ堀り終了
後は水郷潮来県民の森活動体験施設に移動して、農業委員会で
用意した蒸かしイモ等を食べ、新イモの試食会を行いました。
今年度も無事に収穫をすることができました。肥料等を提供
いただいた、なめがたしおさい農業協同組合やご協力いただい
た皆さん、ありがとうございました。

潮来小１・２年生がイモ掘りを体験 ― 耕作放棄地解消事業 ―
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